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第４ 【経理の状況】

１．当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自2020年10月１日 至2020

年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人の四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

現金預け金 848,446 932,109

有価証券 70,911 78,116

貸出金 ※1 23,283 ※1 23,320

外国為替 0 0

ＡＴＭ仮払金 81,965 119,007

その他資産 16,365 17,135

有形固定資産 13,985 17,465

無形固定資産 29,665 33,593

退職給付に係る資産 378 432

繰延税金資産 909 684

貸倒引当金 △25 △49

資産の部合計 1,085,885 1,221,815

負債の部

預金 683,760 806,955

譲渡性預金 800 750

借用金 196 567

社債 105,000 105,000

ＡＴＭ仮受金 45,052 54,802

その他負債 27,288 22,943

賞与引当金 573 239

退職給付に係る負債 3 3

役員退職慰労引当金 4 －

株式給付引当金 236 599

繰延税金負債 137 100

負債の部合計 863,051 991,962

純資産の部

資本金 30,702 30,724

資本剰余金 30,757 30,724

利益剰余金 155,760 164,175

自己株式 △338 △1,081

株主資本合計 216,882 224,543

その他有価証券評価差額金 499 347

為替換算調整勘定 3,767 3,478

退職給付に係る調整累計額 62 52

その他の包括利益累計額合計 4,329 3,878

新株予約権 274 －

非支配株主持分 1,346 1,431

純資産の部合計 222,833 229,852

負債及び純資産の部合計 1,085,885 1,221,815
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

経常収益 112,345 104,002

資金運用収益 2,678 2,692

（うち貸出金利息） 2,589 2,596

（うち有価証券利息配当金） 21 24

役務取引等収益 109,352 99,925

（うちＡＴＭ受入手数料） 103,510 93,927

その他業務収益 196 128

その他経常収益 117 1,255

経常費用 80,788 75,271

資金調達費用 519 410

（うち預金利息） 80 53

役務取引等費用 30,647 27,035

（うちＡＴＭ設置支払手数料） 23,487 21,606

（うちＡＴＭ支払手数料） 3,855 1,929

営業経費 46,017 47,288

その他経常費用 ※1 3,604 ※1 536

経常利益 31,556 28,731

特別利益 56 200

固定資産処分益 56 200

特別損失 105 83

固定資産処分損 105 83

税金等調整前四半期純利益 31,507 28,848

法人税、住民税及び事業税 10,479 7,325

法人税等調整額 271 262

法人税等合計 10,750 7,587

四半期純利益 20,756 21,261

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △31 △125

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,788 21,386
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 20,756 21,261

その他の包括利益 2 △479

その他有価証券評価差額金 173 △152

為替換算調整勘定 △153 △317

退職給付に係る調整額 △17 △10

四半期包括利益 20,759 20,781

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,818 20,935

非支配株主に係る四半期包括利益 △59 △153
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【注記事項】

（追加情報）

（取締役に対する業績連動型株式報酬制度）

当社は、当社の取締役（非業務執行取締役及び海外居住者を除く。以下同じ。）に対して、中長期的に継続し

た業績向上への貢献意欲をより一層高めることを目的に、役員報酬ＢＩＰ信託による業績連動型株式報酬制度

（以下、「本制度」という。）を導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。

(1)取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役に対して、当社が定

める取締役株式交付規程に従って、当社株式等が信託を通じて交付される業績連動型の株式報酬制度です。な

お、取締役が当社株式等の交付を受ける時期は、原則として取締役の退任時とします。

(2)信託に残存する当社の株式

本信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末239百万円、563千株、

当第３四半期連結会計期間末588百万円、1,895千株であります。

（執行役員に対する業績連動型株式報酬制度）

当社は、当社の執行役員（海外居住者を除く。以下同じ。）に対して、中長期的に継続した業績向上への貢献

意欲をより一層高めることを目的に、株式付与ＥＳＯＰ信託による業績連動型株式報酬制度（以下、「本制度」

という。）を導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）を適用しております。

(1)取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、執行役員に対して、当社が

定める執行役員株式交付規程に従って、当社株式等が信託を通じて交付される業績連動型の株式報酬制度で

す。なお、執行役員が当社株式等の交付を受ける時期は、原則として執行役員の退任時とします。

(2)信託に残存する当社の株式

本信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末99百万円、234千株、当

第３四半期連結会計期間末492百万円、1,691千株であります。

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

有価証券の減損要否の判断にあたり、一部の出資先についてはその事業内容を勘案したうえで新型コロナウイ

ルス感染症の影響が当連結会計年度末以降においても一定期間は残ると仮定し、事業計画値に反映したうえで会

計上の見積りを行っております。この結果、当第３四半期連結累計期間において、減損は不要と判断しておりま

す。

なお、上記見積りは連結財務諸表作成時において入手可能な情報に基づくものの、新型コロナウイルス感染症

拡大の状況やその経済への影響が変化した場合には、期末以降の連結財務諸表に影響を与える場合があります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

前連結会計年度
（2020年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2020年12月31日）

破綻先債権額 0百万円 1百万円

延滞債権額 38百万円 33百万円

３ヵ月以上延滞債権額 －百万円 1百万円

貸出条件緩和債権額 －百万円 －百万円

合計額 39百万円 36百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

（四半期連結損益計算書関係）

※１．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　 至 2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

持分法による投資損失 3,217百万円 222百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　 至 2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

減価償却費 11,047百万円 10,329百万円

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日　至 2019年12月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月24日
取締役会

普通株式 7,154 6.00 2019年３月31日 2019年６月３日 利益剰余金

2019年11月８日
取締役会

普通株式 6,485 5.50 2019年９月30日 2019年12月２日 利益剰余金

（注）１．2019年５月24日取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託

が保有する当社株式に対する配当金４百万円が含まれております。

　 ２．2019年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託

が保有する当社株式に対する配当金４百万円が含まれております。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月22日
取締役会

普通株式 6,485 5.50 2020年３月31日 2020年６月１日 利益剰余金

2020年11月６日
取締役会

普通株式 6,486 5.50 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

（注）１．2020年５月22日取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託

が保有する当社株式に対する配当金４百万円が含まれております。

　 ２．2020年11月６日取締役会決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託

が保有する当社株式に対する配当金19百万円が含まれております。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日　至 2019年12月31日）
　

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額国内事業 海外事業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

91,336 21,085 112,422 △76 112,345

セグメント間の
内部経常収益

21 － 21 △21 －

計 91,357 21,085 112,443 △97 112,345

セグメント利益又は損失（△） 31,752 △142 31,609 △53 31,556

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．調整額は、主にセグメント間の取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書
計上額国内事業 海外事業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

85,023 19,152 104,175 △173 104,002

セグメント間の
内部経常収益

14 － 14 △14 －

計 85,037 19,152 104,190 △188 104,002

セグメント利益 27,039 1,641 28,681 49 28,731

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．調整額は、主にセグメント間の取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　 至 2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　 至 2020年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益 円 17.57 18.16

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 20,788 21,386

普通株主に帰属しない金額 百万円 － －

普通株式に係る親会社株主に
帰属する四半期純利益

百万円 20,788 21,386

普通株式の期中平均株式数 千株 1,182,690 1,177,094

（2）潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 17.55 18.16

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額

百万円 － －

普通株式増加数 千株 1,180 337

希薄化効果を有しないため、潜

在株式調整後１株当たり四半期

純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末か

ら重要な変動があったものの概

要

－ －

（注）当社は、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を１

株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算におい

て控除する自己株式数に含めております。控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期連結累計

期間812千株、当第３四半期連結累計期間2,159千株であります。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

中間配当

2020年11月６日開催の取締役会において、2020年９月30日を基準日とする剰余金の配当（第20期の中間配当）に

つき、次のとおり決議いたしました。

　中間配当金額 6,486百万円

　１株当たりの中間配当金 ５円50銭

（注）中間配当金額には、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式に対する配当金

19百万円が含まれております。

　




